
災害時における地方公務員のメンタルヘルス　A4

中長期派遣について2 被災地方公共団体へ職員を派遣する地方公共団体での対応Ⅲ
中長期で派遣される職員は、少人数で派遣されることが多く、いわば出向のような形で各
部署に配置され、派遣先の職員たちと同じように業務を行います。
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ストレスを軽くする 4つの発想の転換

　中長期の派遣は、長期にわたり現地にとどまり、災害対応業務や通常業務に従事します。下記のアンケー
ト調査で、中長期派遣の実態をみていきましょう。

中長期派遣の特徴
　長い間派遣されることによって、さまざまなストレス要因が増える中長期派遣。外傷後ストレス症状、外
傷後ストレス障害（PTSD）、うつ病、うつ反応、燃え尽き症候群、アルコール依存への対処が必要となります。

ストレスへの個人の対応

　中長期派遣の派遣日数は、「22カ月
以上」の割合が37％ともっとも多く、次
いで「4～6カ月」23％、「10～12カ月」
17％の順で最短3カ月、最長36カ月、
平均16.2カ月となっています。

　中長期派遣では時間外勤務が増え、約2/3の人が、月45時
間以上の残業をしています。
　派遣期間が長期間になると、住民と関わる機会も増え、住民
からの非難や暴言を受ける機会も多くなることがわかります。

　中長期派遣では、今後必要な対策として「定期的に所属自治体に戻す」「必ず複数人で派遣する」をあげた人が多く、
長期間の派遣にストレスを感じていることが窺えます。被災地職員と同等の労働環境とストレスケア体制を整えるととも
に、派遣元の上司や人事担当者が被災地方公共団体と定期的に連絡をとり、時間外勤務や健康状態などの見守り体制
をしっかりと行うこと、定期的・強制的に派遣元に帰還させてストレス源との物理的距離を保ち、心の健康の維持や回
復に努める必要があると考えられます。

※上記は、『災害時における地方公務員のメンタルヘルス対策調査研究報告書』を、監修者が追加分析したものです。被災地方公共団体に職員を派遣した地方公共団体
（３団体）に勤務し、実際に被災地に派遣された職員261名のうち、派遣日数を記載した197名を分析対象に、月単位で派遣された職員30名を中長期派遣、日数単
位で派遣された職員167名を短期派遣としたアンケート調査の結果に基づいています。

ストレスチェックで自身のストレス状態を把握し、p.10～11に掲載のセルフケアに
進みます。日常生活に支障をきたす症状がある場合は、速やかに医療機関等専門
家への受診が必要です。

派遣期間

45時間
以上
36.7％

30時間
以内
36.7％

なかった 13.3％

勤務の苦労（多い順） 今後必要な対策（多い順）
順位 内容

先が見えない仕事が多く辛かった
仕事上のスケジュールがうまく立てられなかった
職場の方針に納得できないことがあった

人手不足により苦労が多かった

いくら働いても仕事が終わらなかった

派遣元と仕事の手順が違っていて大変だった

暑かったり寒かったり等労働環境が良くなかった

33.3％

30.0％

26.7％

2
自分の意図したように仕事ができなかった 36.7％1

必ず複数人のチームで派遣する 40.0％23
4
5
5
7
8

経験が活かせるように
事前にニーズを確認してから派遣する 30.0％

3

報告を兼ねて定期的に
所属自治体に戻す 50.0％

安全な住まいや食事の確保 30.0％3

1

23.3％

23.3％

20.0％

10.0％

順位 内容

3.3％

派遣後に帰還報告を兼ねた
慰労会を開催する5

30時間以上
45時間未満
13.3％

中長期派遣職員へのアンケート調査※結果

趣味・レクリエーション・運動などでの上手な気晴らしは、長期的に家族や地元
の仲間と離れて仕事をする職員にとって有効なストレス解消となります。一人でで
きるもの、複数人で行うものなど、気晴らしのレパートリーを幅広く持っておくと
状況に応じて活用できます。また、小旅行や一時的な帰宅などで、一時的に被災
地から離れることも、ストレス解消となります。

その他 22カ月
以上
37％10～

12カ月
17％ 4～６カ月

23％

ストレスを解消するためには、
普段と異なる発想に切り替えることも大切です。

　悲惨な出来事を忘れられず苦しむことがあります。こ
のような記憶は、完全に消えることはありません。「思
い出すのは仕方がない」と、自分の中で折り合いをつけ
ると気持ちが楽になります。

point 1 忘れられないことを苦しまない

　人はつらい苦しみを乗り越えたとき、成長することも
あります。こうした考えは他者に押し付けるものではあ
りませんが、成長できるという希望を持つことは、スト
レスで苦しむ人にとって救いになります。

point 4 成長への希望を持つ　「～ねばならない」、「～すべきでない」、などの自分や
他者を締め付ける考え方は、これを守れなくなったとき
に自分を責め、うつへとつながっていきます。「ちょっと
いい加減になってもいい」、と発想を切り替え、自分を
楽にする考え方を身に付けることが大切です。

point 3 ちょっといい加減になる

　ストレス反応により覚醒状態となり、休まず活動を続
ける人が多く見られます。しかし次第に疲労し、作業効
率が下がりミスが誘発されます。自分に限界があること
を自覚し、休憩・休息をとる意識を持つことが、中長期
派遣のような長期戦には重要です。

point 2 自分の限界を自覚する

うつ病を含む気分・不安障害の状態をみるにはp.16に掲載の「K6」を、PTSD
の症状の有無をみるにはp.17掲載の「IES-R」のストレスチェックを行います。

業務多忙、先が見えないことへの不安などがストレスとなります。

派遣先での人間関係がストレスとなることもあります。

派遣されてきたのだから休まず働くのが当たり前、という周囲の過度な期待や視
線がストレスとなるケースもあります。

被災地の職員が休んでいることに、ストレスを感じることもあります。

たまに
あった
66.7％

よく
あった
16.7％

全く
なかった
16.7％

中長期派遣で
起こりうるストレス
中長期派遣で
起こりうるストレス

ストレスチェックストレスチェック

セルフケアセルフケア

住民から非難されたり
怒鳴られた経験

ひと月の時間外勤務
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　中長期派遣は、復興期の被災地方公共団体に比較的長期間派遣され、派遣先の職員と同様の業務に従
事します。派遣される職員には、長期に派遣されることでのストレスについてよく説明するとともに、派遣
期間中に行う派遣元の組織としての対応をあらかじめしっかり伝えておきます。

派遣前に
すべき
こと

派遣中に
すべき
こと

　派遣が長期になるにつれ、現地の職員と同様に時間外勤務が多くなり、住民との接触
も増えて、非難や暴言を受ける頻度も高まります。多忙な業務に対する精神的な疲労、
地元や家族と離れて暮らすことへの不安、職場の人間関係など、長期派遣特有ともいえ
るストレスの要因に、派遣元がフォロー体制をとって支えていくことを、具体的に示すこ
とが大切です。

事前説明会の開催

　負荷のかかるつらい業務でも、終わりが決まっていればがんばれるものです。逆に、
今後どうなるかわからない、いつ終わるのかわからない、といった状況がストレスを増
幅させます。しっかりと期限を定め、後を引き継ぐ交代要員確保の体制を整えましょう。

負荷の高い部署で働く職員には、明確な期限を示す

　派遣先の人事担当者等と定期的に情報交換し、派遣された職員の様子を常に把握し
ておくようにします。業務遂行に問題はないか、遅刻や早退などが増えていないか、残
業時間が増えていないか、休息をしっかりとっているか、ストレス反応が出ていないかな
どを確認し、必要であれば休暇をとらせる、一旦帰還させるなどの対処をします。

被災地側との情報交換・連携

長期戦ならではのストレスへの対応を具体的に説明

先の見えない不安を取り除く

定期的に情報交換し、派遣職員の健康状態を確認する

　派遣期間が長期であるほど、元の職場に戻る
のにもストレスがかかります。「慣らし運転」期間
を作って、徐々に元の職場に戻していくようにし
ましょう。派遣期間が終わったら、しばらく旅行
をして気分転換を図ってもらうなど、十分な休息
をとって、現場復帰前のクッションとなる時間を
作るようにしてください。

帰還に当たっての慣らし運転期間を設ける

急な環境の変化に対応できないことも
　派遣期間が長期であるほど、元の職場に戻る
のにもストレスがかかります。「慣らし運転」期間
を作って、徐々に元の職場に戻していくようにし
ましょう。派遣期間が終わったら、しばらく旅行
をして気分転換を図ってもらうなど、十分な休息
をとって、現場復帰前のクッションとなる時間を
作るようにしてください。

帰還に当たっての慣らし運転期間を設ける

急な環境の変化に対応できないことも

　帰還後、ストレスチェックや個別面談を、定期的（できれば月１回）に行います。中
長期派遣の場合、PTSDやうつ症状を発症しやすい傾向にあります。p.16に掲載の
「K6」を、PTSDの症状の有無をみるにはp.17掲載の「IES-R」のストレスチェックを
行い、必要であればカウンセリングなど専門家の受診へとつなげます。

ストレスチェック・個別面談・カウンセリング

PTSDやうつなどを起こしやすい中長期派遣
ストレスチェックを定期的に実施

　帰還後、ストレスチェックや個別面談を、定期的（できれば月１回）に行います。中
長期派遣の場合、PTSDやうつ症状を発症しやすい傾向にあります。p.16に掲載の
「K6」を、PTSDの症状の有無をみるにはp.17掲載の「IES-R」のストレスチェックを
行い、必要であればカウンセリングなど専門家の受診へとつなげます。

ストレスチェック・個別面談・カウンセリング

PTSDやうつなどを起こしやすい中長期派遣
ストレスチェックを定期的に実施

① 派遣先の状況・生活環境についての説明

① 派遣先での仕事内容・引継ぎについての説明

① 派遣元での業務引継ぎについての説明

① 派遣元の定期的なフォローについての説明

① 派遣元への定期的な帰還・対面報告について（月1回程度）

① 起こりうるストレス反応とストレスケアについての説明

① 心の健康に関する相談先についての説明

① 先に派遣された人や派遣経験のある人の話　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など
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の役割管理職
なるべく複数人の
チームで派遣するよ
うにします。長期間
分かち合う仲間がい
ないと、うまく感情
を発散する機会が得
られず、孤独を抱え
てうつなどを引き起
こしてしまいます。
定期的に派遣チーム
でミーティングの場
を設け、互いに活動
内容や情報を共有し
合うなど、派遣前に、
周囲からの孤立を防
ぐ仕組みを作ってお
くことが大切です。 中
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組織としての対応

帰還前後
にすべき
こと

の役割管理職
帰還した職員を、職場
全体でねぎらいましょ
う。派遣期間中、残さ
れた職員が仕事の穴
を埋めるなど、心理
的に溝ができている
場合もあります。うま
く復帰できるよう、管
理職が双方の橋渡し
の役割をしましょう。

の役割管理職

の役割管理職
家族への配慮も必要
です。情報提供によっ
て、長期に派遣され
離れて暮らす不安を
取り除くようにしてく
ださい。守秘義務に
触れない範囲で、ど
のような仕事に従事
し、がんばっている
かを知ることで安心
が得られ、ストレス
が緩和されます。

の役割管理職

事前説明会の
内容

① アルコール量が急に増えた

① 寝不足がずっと続いている

① ずっと同じ服を着ているようだ

① 最近ギャンブルを始めた

① 家庭にトラブルが生じている

　　　　　　　　　　　　　など
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定期的に地元へ戻る仕組みづくり

　定期的に地元へ戻れるような仕組みを整えておきましょう。派遣元の産業医や保健
師との定期面談を義務付けると、自然な形で戻ることができ、同時にストレスチェック
なども行うことができます。
　帰還した際に、面談などをしながら、職場外の生活に乱れが生じていないかにも注
意を払いましょう。下記のような状態が見受けられる場合は、ストレス反応によるもの
と疑われます。

派遣元での面談を義務付ける

職場外の
生活の

チェックポイント

　中長期派遣の職員は、被災地の復旧・復興事業を支援するための応援として、被災者の安否確認
の回答、義援金や復興交付金の申請に関わる事務、仮設住宅の入退去事業などの被災者支援に関
わるさまざまな業務、土木や建設、農業土木、林業などの専門技術を要する業務、また、税務、生活
保護、高齢者福祉などの通常業務の支援などを行います。必要とされる部署で自身の経験や技能を
活かしながら、日々、被災地の職員の一員として業務に当たります。

中長期派遣職員が行うおもな業務
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